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教師教育研究 第12巻

エジプト・アラブ共和国における教育改革の取り組み

教師の専門職学習コミュニティ及び教育環境の現状と課題

高阪 将人

1.背 景

エジプ ト・アラブ共和国(以下,エ ジプ ト)では,急 激な

人口増加や高い失業率に加 え,厳 格な進級 ・卒業試験を特

徴 とする教育の結果,試 験重視の教育が加速 され,学 校で

の社会性や 協調性,規 律性等の社会的能力の醸成が十分

に達成できていないとい う問題が生 じている(JICA,2016)。

そのため,エ ジプ ト・日本両政府は,2016年2∫]に 「エ

ジプ ト・日本教育パー トナーシップ」(EJEP)を発表 し,エ

ジプ トにおける日本式教育(特別活動:規 律,倫 理観,協

調 性等が醸成 され る学校行事,掃 除,情 報教育等)の導入

を柱 として,就 学前教育,基 礎教育,技 術教育,高 等教育

の分野を対象 とした包括的な人材 育成計画の実現に向け,

協ノJを行 うこととした(JIC八2016)。 こうした状況を受け,

エジプ ト政府はJICAの 協力の下,2017年 か ら知的 ・社会

的 ・身体的側面からバランスのとれた子どもの発達を目

指す 「全人教育(WholeChildEducation)」 の導入 を,カ イ

ロ ・ギザ ・カリオビアの12の パイロット校及び全国200

のモデル実践校(Egypti{mJap{meseSchool:EJSと 呼称)にて

進めている。さらに,主 に教育 ・保健セクターの学生 ・教

員等約1300人 が,本 邦にて留学 ・研修等を実施予定であ

る。

このような状況の中,福 井大学連合教職大学院は2018

年度のJICA課 題別研修 「授業研究における教育の質的向

上」において,エ ジプ トを含むアフリカ諸国から研修員を

受け人れている。そこでは,福 井大学連合教職大学院が長

年取 り組んできた,学 校や地域 を超えて実践 と研究を共

有する 「ラウン ドテーブル」の丁法を活用 し,口 本を含め

た9力 国(エジプ ト,ザ ンビア,ウ ガンダ,エ チオピア,

マラウイ,ガ ーナ,タ ンザニア,ル ワンダ)の教育現場の

情報を交換 しながら,参 加国それぞれの教員の指導力向

上,授 業改善に向けた取 り組みについて考察 した。また,

目本型教育の海外展開推進事業(EDU-Portニ ッポ ン)に

2016年 度か ら参加 してお り,2018年 度に公認プロジェク

トとして採択 された,「『福井型教育の口本か ら世界への

展開』アフリカ ・中東 ・日本の教師教育コラボレーシ ョン

事業」では,こ れまで取り組みを行ってきたアジア ・アフ

リカに加え,中 東地域 とりわけエジプ トにおいても活動

を展開しつつある。さらに,2019年 か らの4年 間で約680

人のEJSの 校長及び教員を受け入れ,中 等地域における

21世 紀の学校づ くりと教師の学びのための専門職学習コ

ミュニティ・ネ ッ トワークの創造に取 り組む予定である。

これまでのエジプ トにおける教育改革の動向や,福 井

大学連合教職大学院の国際展開の取 り組みについて,ヤ

スミーン・半原(2018)は,エ ジプ トの教育の歴史は長いも

のの社会的 ・経済的影響を受けその質が低下 しているこ

と,ま た若い世代の成長を支えることの重要性から,教 育

改善に力を入れていると述べ,ま た一潤 村(2018)は,目 本

型教育の海外展開推進事業(EDU-Portニ ッポン)の2017年

度公認プロジェク ト 「『福井型教育の 口本から世界への展

開』 アジア ・アフ リカ ・口本の教師教育コラボレーショ

ン事業」での取 り組みを中心に考察を行っている。

こうした背景を踏まえ,本 稿ではエジプ トにおける教

師の専門職学習コミュニティ及び教育環境の現状 と課題

について,2018年12月 に実施した事態把握調査1)の結果

から考察する。本稿ではまず,2018年 度に口本型教育の

海外展開推進事業(EDU-P飢 ニ ッポン)に公認プ ロジェク

トとして採択 された,「『福井型教育の 日本か ら世界への

展開』アフリカ ・中東 ・日本の教師教育コラボレーション
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事業」を概括する。次に,教 師の専門職学習 コミュニティ

及び教育環境に関す るインタビュー調査,JICAの 協力の

下で実施 されている授業研究会状況について述べ る。そ

の後,イ ンタビュー調査及び授業研究会の状況から,教 師

の専門職学習コミュニティ及び教育環境に関す る現状 と

課題 について考察す る。

育関係者 として,教 育省及びEJSパ イロット校にて協議

を行った。さらに,EJS新 規校においてJICA技 術協力プ

ロジェク ト「学びの質向上のための環境整備」の取 り組み

として実施されている,授 業研究会に参加 した。調査 口程

を表1に 示す。

表1.調 査 日程

H.「 福 井型教 育の 日本から世界へ の展 開」アフリカ・

中東 ・日本の教 師教育コラボレーション事 業

2018年 度に公認プロジェク トとして採択 された,「 『福

井型教育の日本から世界への展開』アフリカ ・中東 ・日本

の教師教育コラボレーション事業」では,ア フ リカ ・中東

地域における教師の成長 を支える,21世 紀の学校づくり

と教師の学びのための専門職学習コミュニティ ・ネ ット

ワークの創造のため,両 地域において国際ラウン ドテー

ブルを展開するとともに,マ ラウイ ・エジプ トにおける教

職開発拠点校の形成に取 り紅んでいる。

活動はアフリカ,中 東,ア フリカ ・中東 ・日本の3つ の

地域にて展開されている。2018年 度の取 り組みとして,

アフリカ地域では,マ ラウイにおいてアフリカラウン ド

テーブル 「教師の専門職学習コミュニテ ィ」を実施すると

ともに,教 職開発拠点校における研究会を協働参画した。

また,中 東地域では教師の専門職学習 コミュニティ及び

教育環境に関する実態把握調査 を行った。アフリカ ・中

東 ・日本では,マ ラウイ及びエジプ トの教育関係者 を福井

大学が実施するラウン ドテーブルに招聰 し,ア フリカ ・中

東 ・日本を結ぶ実践交流を行った。

2019年 度には,ア フ リカ地域において,ア フリカラウ

ン ドテーブル 「コーデ ィネーターの協働促進」の実施及び

教職開発拠点校における研究会を行 う予定である。また,

中東地域において,中 東 ラウン ドテーブル 「学校拠点の授

業づ くり」の実施及び教職開発拠点校における研究会を

行 う予定である。さらに,ア フリカ ・中東 ・日本では,引

き続きアフリカ ・中東 ・目本を結ぶ実践交流を行 う予定で

ある。

皿.調 査概要

教師の専門職学習コミュニティ及び教育環境に関する

インタビュー調査では,エ ジプ トにおける我が国の教育

協ノJ関係者 として,在 エジプ トロ本大使館,JICAエ ジプ

ト事務所,JICA技 術協カプロジェク ト 「学びの質向上の

ための環境整備」2)関係者 と協議 した。また,エ ジプ ト教

12月

170
.月

醐 エジプ ト着

PM
在エジプ ト日本大使館 にて情報収

集 ・協議

18日 火
削
JICAエ ジプ ト事務所,技 術協カプ

ロジェク ト関係者か ら情報収集

PM 教育省にて情報収集 ・協議

19日 水
醐 BeniSuefのEJS新 規校にて授業研

究に関する調査 ・協議PM

20日 木
醐
EJSパ イ ロッ ト校にて情報収集 ・

協議

PM 高等教育大臣表敬

21日 金
醐 資料整理

PM エジプ ト発

四.教 師の専門職学習コミュニティ及び教育環境

1.エ ジプ トにおける我が国の教育協力関係者 との協議

1)在 エジプ ト日本大使館

本事業の説明に対 して,下 記コメン トがあった。エジプ

ト国内で教育は重要視 されているが,学 力強化の側而と

規律 ・協調性の二側面から考える必要がある。保護者の期

待は学力強化の側面にあ り,世 界大学ランキングの トッ

プ校に入学できるようにす る必要がある。 方,国 として

は規律 ・協調性が統治する上で重要である。また,エ ジプ

ト人は親 口的であるが,ビ ジネスの場面になると口本 と

手を組むことが少ない。本事業を通 して,エ ジプ ト人の 口

本への留学等の現実的な関係を構築することができれ ば

と思 う。また,エ ジプ トで成功すれば中東全域に広がる。

2)JICAエ ジ プ ト事務所

本事業の説明に対 して,下記 コメン トがあった。(OECD

が提唱するような)世 界共通スダンダー トを作ることは

難 しく,教 育には多様性があってよい と思 う。そのためエ

ジプ ト政府が何を求めているのか大切にして頂きたい。

また,成 果の見せ方に工夫が必要であり,例 えば,ラ ウン

ドテーブル等でエジプ ト人が保護者 に対 して説明ができ

ればよい。
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3)JICA技 術協力プロジェク ト 「学びの質向上のため

の環境整備」関係者

エジプ トにて実施 されている技術協カプロジェク トの

進捗状況に関 して情報を収集 した。現在エジプ トにて進

め られているカ リキュラム改定に特別活動が導入 され,

エジプ ト全土の学校において週1回45分 実施す ることに

なった。そこではコアカ リキュラムによる教育が実施 さ

れている。新カ リキュラムは,2018年 度に就学前及び小

学校1年 生に導入 され,2019年 に小学校2年 生に導入予

定である。また,オ ンラインによる教員評価が導入されつ

つある。EJSで は放課後に1時 間業務を行 うことになっ

ているため,そ の時間を用いて授業研究の実施が可能で

ある。一方,EJSは 学費が公立校に比べ高いこともあり,

計画 していた機材が整 っていないことや,学 校行事が実

施 されていないこと,軍 隊の教育を進めているのではと

いった批判的なコメン トもある。

2.エ ジプ ト教育関係者との協議

1)教 育省における協議

本事業の説明に対 して,先 方か ら下記 コメン トがあっ

た。福井大学連合教職大学院での経験を他の校長や教員

に共有する必要がある。エジプ ト国内の校長や教員,そ

して福井大学 と恒常的に取 り組みを共有する一っの方法

として,オ ンライ ンにてコミュニティを形成 していくこ

とが考えられる。 さらに,共 有結果を踏まえ,事 業の実

施方法を改善 して頂きたい。また各教員及び校長の実践

の共有及び改善には記録が非常に重要である。

2)EJSパ イ ロッ ト校 にお ける協議

a.E小 学 校

この学校では国策 として英語によるイマージ ョン教育

を4年 前から実施 してきた。母語を重視する新カリキュ

ラム導入後には,イ マージョン教育は廃止予定だが,保 護

者の反発により暫定的に継続す る予定である。生徒150人

程度がボーイスカウ トに所属 してお り,特 別活動 との親

和性が見られる。新カリキュラムでは2人 の教員によっ

て授業を実施 している。また,EJS校 の教員の給与は公立

校の約2倍 であり,教 員の意識は高い。

校長の職務内容 として,人 事には関与せず教員が不足

した場合には事務所に報告す ることになっている。また,

児童の入学時にインタビューを実施 している。教育省の

財政難から,政 府からの予算は頼 りには していない。新カ

リキュラムの教科書は良い と思 うが,教 員研修が不足 し

ている。 日本へは実技教科のへの支援及び継続 したフォ

ローを期待 している。また,校 内研修は校内研修ユニット

によって実施 している。そこでは教員のニーズを調査 し,

それに基づいて行っている。この取 り組みは,日 本式教育

を行 う前から実施 してお り,そ の実施方法は トップダウ

ンによる講義が中心である。

特別活動の授業では,教 室を綺麗 にするためのアイデ

アについてクラスで話 し合い,そ れぞれの児童が 自分の

担当を決めていた。ガールスカウ トの児童が司会をし,そ

れぞれの児童から意見を聞いている様子が見受けられた。

授業の最後には各児童が自分の意見を紙に記入 し,今 後

の取 り組みを共有 していた。
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特別活動の授業の様子

教育省での協議の様子

このクラスではこれまでに同様の学習を,1～3年 生時

には学級指導として実施 している。また,学 級会形式で実
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施するのは2～3回 目であった。校内で一番綺麗なクラス

に先月選ばれたため,そ れを継続するための取 り組みに

ついて,今 回の話 し合いが設けられることになった。児童

は学校における掃除だけでなく家でも掃除を行っている。

また,特 別活動導入後の変化として,休 み時間の規律が向

上 したことが挙げられた。そこでは,生 徒の意見の対立を

解決する様子や,プ レーグラン ドのごみが減っている様

子が見 られるようになった。

b.A小 学 校

この学校では,プ ロジェク ト学習が実施 されてお り,図

書館にそれ ら作品が展示 されていた。幼稚園ではポー ト

フォ リオを蓄積することになっているとのことであった。

一一凶幽醒 一ら4

;"ミ ≡≡≡箋 壽
!・ 一ζ一稔 一三

図書室に保管された生徒作品

　㍉

アクテ ィブラーニングが導入 された頃か ら,日 直が導

入 されている。日直の仕事は先生を呼びに行った り,黒板

を消 した り,配布物を配った りすることである。導入が進

め られてきたアクティブラーニングでは,授 業中に生徒

がグループで活動を行 うことになっている。その際,で き

る子 とそ うでない子でグループを作ることが多い。 「コ」

の字型に机を配置 した際に,そ の1辺 を1グ ループとし

ている。

アクテ ィブラーニング導入に関する研修は研修ユニッ

トによって実施 されている。研修は.月に1～2回 実施 され

てお り,年 間計画を作成 し,事務所が承認す ることになっ

ている。各教員のニーズは記録化 されていないが,日 常の

コミュニケーションを通 して,各 教員のニーズ把握が行

われている。そこでは,紙 などの物品が無いことが課題で

ある。また,校 長研修 として,リ ーダー研修や新カ リキュ

ラム導入研修などを受講済みである。

保護者は,学 業だけでなく実技にも期待 している。また

この学校は,質 保証の認証を受けている。また,ナ レッジ

バ ンクの活用方法 として,映 像や資料等の リソースを活

用が進められている。熱心な教員 を育てるためには,子 ど

ものために とい う意識が重要であると考えられていた。

3.EJS新 規校での授業研究の様子

1)技 術協力プロジェク ト専門家から授業研究の説明

まず,技 術協力プロジェク ト専門家か ら,授業研究に関

して次のよ うな説明がなされた。授業研究とは先生が共

に学ぶプ ロセスであり,教 育省からの トップダウンのア

プローチではない。授業研究は教師や生徒 を評価す るた

めでは無く,授 業を改善するためのものである。そのため,

参加者は授業 を良くす るために前向きに参加する必要が

ある。また,特 別活動で授業研究をするが,特 別活動だけ

ではな く全ての教科で実施することができる。授業研究

には4つ のステージがあ り,指 導案の検討→公開授業→

授業についての協議→学んだことを実践のサイクルで展

開されていく。

2)公 開授業の概要

小学校1年 生の特別活動(時間管理)の授業であった。導

入 として,日 常生活(例えば,部 屋 を散 らかすや授業中に

寝ている,礼拝をしない)の劇が教員によって実施された。

次に,日 常生活の様子を示 した絵を提示 して,そ こで描か

れている内容が良い ことか どうか子どもに尋ねる場面が

見受けられた。その後,日 常生活の活動に関して,毎 日行

うべきことと,趣 味のことを考え,そ れぞれを絵に描いて

黒板に掲示 し,最 後に1週 間の活動を記録 し授業が終わ

った。

公開授業の様子①

48StudiesinandonTeacherEducation,Vol.12,2019.6
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黒板の様子②

3)授 業について協議内容

技術協力プロジェク トの専門家から,参 加者に対 して,

授業の良かった点,改 善できる点を話 し合 う場である旨

の説明が行われた。さらに,改 善点を発言す る際には理由

及び代替案 を言 うこと,自 分 自身の発言に責任を持つた

めに,名 前 と所属を言 うことが注意点として述べ られた。

授業者及び参加者から出た意見は表2の 通 りである。

校長

授 業 研

究 トレ

ーナー

教員

授 業 研

究 トレ

ーナー

絵を描かせたことが良かった。今回が初 め

ての公開授業であったが,非 常に良かった

と思 う。 とりわけホワイ トボー ドの使い方

が良かった。また授業者2人 の役割分担が

良かった。

児童の実際の様子 と保護者か らの意見か ら

授業を考 えたことが良かったと思 う。

一部の児童 しか発言 していなかった
。また,

児童のためではなく,授 業観察者のために

黒板を使っているようであった。

今後 も継続 して改善 して,今 よ りも良い授

業を目指 していければと思 う。

表2.授 業者及び参加者からの意見

発言者

授業者

校長

授 業研

究 トレ

ーナー

校長

内容

保護者か ら子 どもたちが,宿 題 をしない,1

日中遊ぶ,時 間を守 らない といった声があ

った。そこで,今 回の授業を計画 した。子 ど

もが活発だったことは良かったが,も う少

し授業の練習が必要であったように思 う。

導入の5分 間の劇が非常に良かった。児童

は非常に活発であり,自 由に意見を言 うこ

とができていた。また,児 童の笑顔が良かっ

た。改善点として,劇 の時間が少 し長かった

ことが挙げられ る。また,低 学年において

も,正 しいアラビア語 を使ったほうが良い

のではないかと思 う。

児童のや りとりが明るく良かった。左から2

番 目の児童の座 り方が良 くなかった。黒板

に記入する際に,× とOKに 関して,マ ーク

を付けたほうが良かった。

授業者 に少 し緊張が見受け られた。

授業研究の様子

4)技 術協力プロジェク ト専門家からの指導助言

技術協力プロジェク ト専門家から,下 記のように指導

助言があった。

・ 授業のために教材が準備 されてお り,非 常に良かっ

た。児童が課題 を掴む ことが大切であり,導 入にお

いて劇 を行 ったことが良かった。掴む段階では子 ど

もが課題 を掴むことが大切である。ガイ ドラインに

は映像や紙芝居が有効 と書いてあるが,ロ ールプレ

イ も有効である。そのため,方 法としては良かっ

た。一方,子 どもが掴むべき課題は何であったか。
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母の占うことを聞かないことか,そ れ とも学校から

帰った後の時間の使い方か。学級指導で大切なこと

は,子 どもが追究す る課題 を焦点化することであ

る。また,「 つかむ」,「さぐる」,「見つける」,「決

める」,の流れがホワイ トボー ドに示されている点

は良かった。 「さぐる」,「見つける」において話 し

合いが行われていたが,ど うすれば児童が活発に話

し合 うことができるか探れると良い。劇の中の子ど

もはお母 さんの話を聞いていなかったため勉強が分

からなくなったが,そ こか ら 「あなたの場合はどう

ですか?」 と,児 童自身に振 り返えさせ ると良かっ

たと思 う。学級指導 とは白分の生活を良くす る時間

である。次回の授業では子ども同士の話 し合いに広

がるように心がければよいと思 う。また,「見つけ

る」の段階で,な ぜ子どもたちに書いた絵を貼 らせ

たのか,ま た貼ったことを全体の話 し合いに広げる

ためにはどうすれば良いかについて考えていく必要

がある。

「つかむ」→ 「さぐる」→ 「見つける」→ 「決め

る」の流れがしっか りできてお り良かった。EJSに

は幼稚園もあるため,幼 稚園での生活 との連携 も考

えることができる。 口本の事例を示 し,幼 稚園で行

っていることを小学校で実施することが大切。ま

た,絵 本の読み聞かせを子ども同士で行 うことが有

効 といわれている。特別活動の話 し合いは,各 教科

の授業で 自分の意見を話すためにある。幼稚園の活

動内容を小学校に活かすことが大切である。

V.お わりに

EJS新 規校では校内設備も整ってお り,1ク ラスあた り

の生徒数 も少なく非常に恵まれた教育環境であった。ま

た教員の意識も高く,協 働で授業を考える様子や,1目 の

振 り返 りを行 う様子が見受けられた。また,EJSパ イロッ

ト校においても,校 長や教員が積極的に教育を良くしよ

うとい う姿勢が見受けられた。また,既 に教員のニーズに

基づき校内研修を行なっているな ど,教 師の学びのため

の専門職学習コミュニティ ・ネッ トワークを構築する上

での基盤が整っていることが確認 された。 方,現 在はガ

イ ドライ ンや政策等 トップダウンで教育改革が進め られ

ている事が多い。そのため,各 教員が職能成長行 うための

制度を構築 していく必要がある。また,調査開始時にJICA

事務所及び技術協力プロジェク ト専li[」家か ら,現 地の状

況を把握 したほうが良い との提案があったように,福 井

型モデルをそのまま持ち込むのではなく,エ ジプ トの文

脈に適応 させる必要がある。そのためにも,エ ジプ トから

の校長や教員のニーズを把握 した上で,彼 らの取組みを

支えていく制度設計が必要である。

[註]

1)本 調 査は柳澤昌一,三 田村彰,高 阪将人の3名 で行 っ

た。

2)協 力期間は2017年2刀150ー2021年2∫]140。 カイ ロ,ギ

ザ,及 びカ リオ ビアの3県 において,パ イロッ ト12校 を

拠点 として,エ ジプ ト教育 ・科学技術省 の学習指導要領

に整合す る形で,「 全人的教育モデル(特 活プラス)の

要件書策定を行 うことにより(プ ロジェク ト前半2年

間),約200校 に対 して同モデルの普及を図 り,も ってエ

ジプ ト全国の普及対象公立学校(基 礎教育)に おける同

モデルの採用に寄 与す るものである。

[付 記]

本稿 は2018年 度EDU-Port公 認 プロジェク ト 「『福井型教育

の 日本か ら世界への展開』アフリカ ・中東 ・日本の教師教

育 コラボ レーション事業」中東地域帰国報告書 を加筆修正

した ものである。
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